
『
文
選
』
李
善
注
考
-
釈
義
の
注
に
つ
い
て
-

富
　
永
一
　
登

六
〇

『
太
平
広
記
』
巻
四
四
七
　
(
狐
一
)
　
に
'
張
鷺
の
『
朝
野
食
載
』
か
ら
採
録
し
た
、
次
の
よ
う
な
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。

唐
国
子
監
助
教
張
簡
'
河
南
根
氏
人
也
o
曾
烏
郷
拳
講
文
選
o
有
野
狐
候
簡
形
へ
講
一
紙
書
而
去
o
須
央
簡
至
へ
弟
子
怪
聞
之
。
簡
異

日
へ
前
来
者
へ
必
野
狐
也
。
(
唐
の
国
子
監
助
教
の
張
簡
は
'
河
南
縦
氏
の
人
な
-
.
曽
て
郷
学
の
為
に
文
選
を
講
ず
。
野
狐
有
-
簡
の

形
を
仮
-
'
一
紙
書
を
講
じ
て
去
る
。
須
輿
に
し
て
簡
至
る
。
弟
子
怪
し
み
て
之
を
間
ふ
。
簡
異
し
み
て
日
-
、
「
前
に
来
り
し
者
は
'

必
ず
野
狐
な
り
」
と
。
)

張
鷺
は
'
則
天
武
后
の
こ
ろ
か
ら
玄
宗
の
前
期
ま
で
の
人
で
へ
こ
の
こ
ろ
に
は
狐
ま
で
も
『
文
選
』
を
講
ず
る
話
が
'
語
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
'
初
唐
か
ら
盛
唐
に
か
け
て
の
　
『
文
選
』
　
の
流
行
ぶ
り
が
窺
え
る
。
李
善
が
挑
州
流
罪
か
ら
帰
還
後
へ
卒
す
る
ま
で
の
十

(
-
)

八
年
間
、
官
職
に
つ
か
ず
'
『
文
選
』
を
教
授
す
る
だ
け
で
生
活
で
き
た
の
も
'
集
ま
っ
た
受
講
生
の
数
が
相
当
数
に
の
ぼ
っ
て
い
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。

o

盛
唐
の
詩
人
杜
甫
が
'
『
文
選
』
を
自
家
薬
寵
中
の
物
と
し
て
い
た
こ
と
は
'
よ
-
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
へ
銭
鍾
書
『
管
錐
編
』
　
(
寡

四
冊
l
四
〇
〇
頁
)
　
に
も
'
『
文
選
』
が
唐
代
に
な
っ
て
必
読
文
献
に
な
っ
た
こ
と
を
記
し
'
敦
僅
出
土
「
秋
胡
変
文
」
　
(
『
敦
憧
変
文

集
』
巻
二
)
　
中
に
士
大
夫
の
子
弟
が
学
問
す
る
の
に
必
要
な
文
献
と
し
て
「
孝
経
・
論
語
・
尚
書
・
左
伝
・
公
羊
・
穀
梁
・
毛
詩
・
礼

記
・
荘
子
・
文
選
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
証
左
と
し
て
い
る
。
中
唐
の
韓
愈
も
'
「
中
大
夫
険
府
左
司
馬
李
公
墓
誌
銘
」
で
'
李
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都
の
勉
学
ぶ
-
に
つ
い
て
へ
「
年
十
四
五
へ
能
闇
記
論
語
・
尚
書
・
毛
詩
・
左
氏
・
文
選
へ
凡
百
鎗
草
吉
。
(
年
十
四
へ
五
に
し
て
'
能
-

論
語
・
尚
書
・
毛
詩
・
左
氏
・
文
選
へ
凡
そ
百
余
万
言
を
闇
記
す
。
)
と
記
し
て
お
聖
経
書
と
と
も
に
『
文
選
』
も
暗
記
す
べ
き
必
読

文
献
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

『
文
選
』
所
収
の
五
百
篇
ば
か
り
の
作
品
は
、
美
的
言
語
表
現
の
結
晶
で
あ
り
'
詩
人
た
ち
が
如
何
に
し
て
言
葉
を
練
り
上
げ
て
い
っ

た
か
を
知
る
に
は
恰
好
の
も
の
で
あ
っ
た
。
餅
文
の
才
に
長
け
た
李
善
は
'
そ
れ
に
気
付
い
て
『
文
選
』
に
最
も
相
応
し
い
注
釈
を
施
そ

う
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
李
善
注
の
特
徴
は
'
「
作
者
必
ず
祖
述
す
る
所
有
る
を
示
す
」
と
い
う
方
針
に
基
づ
-
引
証
に
よ
る
注
釈
に
あ

り
へ
千
九
百
余
種
の
文
献
・
作
品
を
約
四
万
箇
所
に
わ
た
っ
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
の
注
釈
方
法
は
'
従
来
の
訓
話
・
論
証
を
中
心
と
す

る
注
釈
学
史
上
に
お
い
て
画
期
的
な
も
の
で
あ
-
'
古
典
を
典
拠
と
す
る
言
語
表
現
に
心
を
砕
い
た
六
朝
併
催
文
が
大
半
を
占
め
る
『
文

選
』
　
の
注
と
し
て
は
最
も
適
切
な
方
法
で
あ
っ
た
。

一
方
へ
李
善
の
注
に
は
'
引
書
引
文
だ
け
で
は
な
-
釈
義
の
注
も
相
当
数
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
へ
本
論
で
は
'
釈
義
の
注
の
内
容
を
分

析
し
て
李
善
注
の
特
質
を
把
握
す
る
一
助
に
し
た
い
と
思
う
。
な
お
へ
李
善
は
引
書
引
文
に
よ
っ
て
も
正
文
の
意
味
を
解
釈
す
る
釈
義
を

行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
'
以
下
は
引
書
引
文
に
よ
ら
な
い
注
文
の
み
を
釈
義
の
注
と
し
て
扱
う
。

李
善
注
の
注
釈
義
例
-
釈
義
の
注
I

李
善
注
の
注
釈
義
例
に
つ
い
て
は
へ
清
・
張
雲
放
『
選
学
堅
昌
』
の
「
注
例
」
や
'
銭
泰
書
『
曝
書
雑
記
』
の
「
文
選
注
義
例
」
に
始

ま
り
へ
高
歩
滅
「
李
注
略
例
」
　
(
賂
鴻
凱
『
文
選
学
』
に
引
用
す
る
が
未
見
)
へ
騎
鴻
凱
『
文
選
学
』
-
源
流
第
三
-
(
『
制
言
半
月
刊
』

八
へ
九
へ
一
〇
期
へ
　
1
九
三
六
年
初
出
)
へ
李
審
言
「
李
善
文
選
注
例
」
(
『
制
言
半
月
刊
』
五
〇
期
へ
　
1
九
三
九
年
)
に
見
ら
れ
る
が
'

皆
李
善
自
身
が
注
釈
中
の
随
所
に
記
し
て
い
る
二
十
三
条
の
自
述
注
例
を
取
り
上
げ
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
斯
波

六
郎
博
士
は
'
「
李
善
文
選
注
引
文
義
例
考
」
　
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
集
、
一
九
五
一
年
)
　
に
お
い
て
'
李
善
注
全
体
を
検
討
さ
れ

蝣
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た
上
で
'
李
善
が
立
て
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
詳
細
な
引
書
引
文
義
例
を
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
も
'
李
維
秦
「
文
選
李

注
纂
例
」
　
(
『
大
陸
雑
誌
』
一
二
-
七
へ
一
九
五
六
年
)
へ
王
礼
卿
「
選
注
釈
例
」
　
(
『
幼
獅
学
誌
』
七
-
二
へ
一
九
六
八
年
)
へ
黄
永
武
「
昭

明
文
選
李
善
注
摘
例
」
　
(
『
昭
明
文
選
論
文
集
』
木
鐸
出
版
へ
　
t
九
七
六
年
)
へ
遭
振
鐸
『
訓
話
学
史
略
』
-
第
三
編
第
十
一
章
文
選
李
善

注
-
(
中
州
古
籍
出
版
社
へ
　
I
九
八
八
年
)
な
ど
の
『
文
選
』
李
善
注
の
注
釈
義
例
に
関
す
る
論
考
が
出
さ
れ
て
い
る
o
中
で
も
へ
遭
振

鐸
氏
の
著
書
は
'
李
善
の
注
が
言
語
表
現
の
継
承
と
発
展
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
-
'
啓
発
さ
れ
る
点
が
多
い
。

た
だ
へ
こ
れ
ら
の
中
で
は
、
李
維
莱
「
文
選
李
注
纂
例
」
に
'
「
言
」
「
愉
」
「
謂
」
「
猶
」
「
故
日
」
な
ど
の
義
例
が
挙
げ
て
あ
る
だ
け

で
'
釈
義
の
注
と
い
う
観
点
で
考
察
し
た
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
以
下
へ
引
書
引
文
の
注
と
の
関
連
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
釈
義

の
注
の
義
例
を
示
し
て
み
た
い
。

な
お
そ
の
際
へ
唐
写
永
隆
本
・
集
注
本
な
ど
の
抄
本
と
坂
本
と
の
異
同
へ
板
本
間
に
お
け
る
異
同
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と

い
う
の
は
'
引
書
引
文
の
注
の
場
合
と
同
様
に
'
次
の
よ
う
な
事
例
が
散
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。
以
下
の
挙
例
は
'
胡
刻
本
を
底
本
と
す

る
。
○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
収
禽
馨
薗
」
の
注
(
8
ォ
)

菌
へ
死
禽
獣
絡
腐
之
名
也
O
善
日
へ
薗
L
'
取
肉
名
へ
不
論
腐
敗
也
O
　
(
茶
陵
本
・
四
部
叢
刊
本
取
作
緊
o
尤
本
・
蓑
本
・
朝
鮮
本
与

胡
刻
本
同
。
)

狩
り
で
得
た
禽
獣
の
肉
を
集
め
て
並
'
'
(
る
「
禽
を
収
め
菌
を
挙
げ
」
と
い
う
描
写
の
注
で
あ
る
o
辞
綜
は
「
顔
」
字
の
意
味
を
「
死
せ

る
禽
獣
の
将
に
腐
ら
ん
と
す
る
の
名
な
-
」
と
'
腐
-
か
け
た
肉
の
意
に
解
す
る
の
に
対
し
て
'
李
善
は
腐
敗
の
意
味
は
な
い
と
指
摘
し

て
い
る
。
た
だ
へ
「
善
日
」
以
下
の
十
一
字
は
'
永
隆
本
に
は
無
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
へ
高
歩
滅
(
『
文
選
李
注
義
疏
)
　
は
'
「
案
ず
る
に

此
れ
茸
注
の
将
に
腐
ら
ん
と
す
る
の
説
を
正
す
。
李
注
当
に
有
る
べ
し
」
と
い
う
。

六
二
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○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
皇
恩
薄
へ
洪
徳
施
」
の
注
(
8
-
a
)

善
日
へ
-
-
皇
'
皇
帝
。
普
'
博
施
也
。

(
3
)

天
子
の
恩
徳
が
あ
ま
ね
-
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
を
述
べ
た
「
皇
恩
薄
く
洪
徳
施
す
」
と
い
う
句
の
注
で
あ
る
。
こ
の
李
善
注
は
'
尤

本
・
胡
刻
本
以
外
の
板
本
に
は
無
-
'
胡
氏
考
異
に
は
「
(
尤
)
後
備
改
し
て
注
の
七
字
を
添
入
す
。
-
-
其
の
注
の
七
字
へ
未
だ
何
よ

り
出
づ
る
か
を
審
ら
か
に
せ
ざ
る
な
り
」
と
い
い
へ
梁
氏
勇
証
に
も
「
其
の
注
の
七
字
へ
乃
ち
尤
本
の
添
ふ
る
所
に
し
て
'
何
の
所
よ
り

出
づ
る
か
を
知
ら
ず
。
且
つ
正
文
薄
へ
注
普
に
作
る
も
ち
亦
誤
り
有
る
に
似
た
年
」
と
い
う
0
い
ず
れ
も
尤
豪
に
よ
る
李
善
注
の
増
補
と

考
え
る
が
'
永
隆
本
の
辞
綜
注
に
「
皇
'
皇
帝
也
。
普
博
」
と
あ
る
の
で
、
こ
れ
が
坂
本
に
な
る
段
階
で
李
善
注
に
混
入
し
た
と
み
な
し

た
方
が
.
よ
い
。
も
と
も
と
李
善
注
本
が
'
永
隆
本
の
よ
う
に
前
後
の
句
と
分
け
て
「
皇
恩
薄
へ
洪
徳
施
」
二
句
の
み
に
薗
綜
注
を
付
け
て

い
た
(
李
善
注
は
無
い
)
　
の
を
へ
板
本
が
こ
の
二
句
を
上
の
二
句
と
併
せ
て
注
を
施
す
形
に
し
た
の
で
'
そ
の
際
に
混
入
し
た
の
で
あ
ろ

ぅ
。
ま
た
へ
永
隆
本
の
こ
の
二
句
に
は
李
善
注
が
な
い
の
で
'
九
条
本
の
勇
記
な
ど
の
よ
う
に
'
正
文
の
「
皇
恩
薄
へ
洪
徳
施
」
二
句
を

脱
し
た
李
善
注
本
が
存
在
し
て
い
た
と
い
う
の
も
へ
こ
の
注
釈
形
式
の
変
更
に
起
因
し
て
生
じ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

○
巻
三
〇
へ
虚
謎
「
時
興
」
の
「
櫓
乎
至
人
心
へ
情
然
存
玄
漠
」
の
注

言
巳
源
平
同
彼
至
人
へ
意
存
玄
漠
而
巳
　
(
c
o
t
f
l
)

こ
れ
は
へ
季
節
の
変
化
に
動
じ
な
い
至
人
の
心
境
を
い
う
「
海
た
-
至
人
の
心
へ
憤
然
と
し
て
玄
漠
を
存
す
」
の
句
意
を
説
明
し
た
釈

義
の
注
で
あ
り
'
各
板
本
に
は
あ
る
が
'
集
注
本
(
巻
5
9
下
3
b
)
に
は
無
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
へ
森
野
繁
夫
先
生
は
'
「
正
文
の
釈
義

「
亭
っ
こ
こ
ろ
は
巳
に
源
と
し
て
彼
の
至
大
に
同
じ
く
意
は
玄
漠
に
存
す
る
の
み
」
と
は
'
自
分
の
心
が
至
人
の
ご
と
く
で
あ
る
と
解

す
る
わ
け
で
あ
-
,
李
善
の
解
釈
と
も
思
わ
れ
な
い
。
後
人
が
付
加
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
さ
短
笠

(
5
)

○
巻
三
〇
へ
陶
潜
「
雑
詩
」
　
(
其
二
)
　
の
「
噺
倣
東
軒
下
へ
聯
復
得
此
生
」
の
注
　
c
o
.
a
)

郭
瑛
遊
仙
詩
日
へ
噴
倣
還
俗
羅
得
此
生
.
劉
職
易
注
目
へ
自
無
出
有
日
生
o
生
得
性
之
始
也
。

六
三
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各
坂
本
は
'
「
噺
倣
遣
俗
羅
得
此
生
」
八
字
を
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
と
し
て
い
て
'
上
海
古
籍
出
版
社
の
点
校
本
(
l
九
八
六
年
)
も
、

「
曝
倣
還
俗
へ
羅
得
此
生
」
と
断
句
す
る
。
し
か
し
'
集
注
本
に
は
へ
こ
の
下
に
「
謂
自
得
於
此
一
生
也
」
の
八
字
が
あ
る
の
で
'
「
噺
倣

還
俗
羅
」
五
字
が
正
文
「
繍
倣
」
の
注
と
し
て
の
郭
瑛
「
遊
仙
詩
」
の
引
用
で
あ
り
'
「
得
此
生
謂
自
得
於
此
一
生
也
」
(
此
の
生
を
得
と

は
'
此
の
1
生
に
自
得
す
る
を
謂
ふ
な
り
)
十
1
字
が
李
善
の
釈
義
の
注
と
す
る
の
が
正
し
い
O
李
善
は
'
正
文
の
「
得
此
生
」
を
釈
義

し
た
後
で
'
劉
噺
の
『
易
注
』
の
「
無
よ
り
有
を
出
だ
す
を
生
と
日
ふ
」
を
引
い
て
「
生
」
に
注
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
へ
こ
の

郭
環
の
「
遊
仙
詩
」
は
'
『
初
学
記
』
巻
二
三
に
引
か
れ
て
お
り
へ
「
噴
倣
遣
俗
羅
'
縦
情
在
猫
往
」
　
(
曝
倣
し
て
世
の
羅
を
連
れ
へ
情
を

(
5
)

縦
に
し
て
独
往
に
在
り
)
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
へ
「
生
得
怪
之
始
也
」
　
(
生
は
性
を
得
る
の
始
め
な
-
)
　
の
六
字
は
'
坂
本
に
あ
る
だ
け

で
集
注
本
に
は
無
い
O
こ
の
劉
職
『
易
注
』
は
、
巻
六
「
魂
都
賦
」
の
「
生
生
之
所
常
厚
」
注
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
が
'
そ
れ
も
「
自

無
出
有
日
生
」
の
六
字
だ
け
で
あ
る
の
で
'
こ
れ
は
後
人
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
た
釈
義
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

○
巻
三
〇
へ
陶
潜
「
詠
貧
士
詩
」
の
　
(
1
)
　
「
孤
雲
猫
無
依
」
の
注
へ
　
(
2
)
「
衆
鳥
相
輿
飛
」
の
注
へ
　
(
3
)
　
「
遅
遅
出
林
蘭
へ
未
夕
復
来

館
」
　
の
注(
-
)
孤
雲
へ
職
質
士
也
-
M
喰
衆
人
也
。
(
3
)
亦
職
質
士
。

い
ず
れ
も
比
倫
を
指
摘
す
る
釈
義
の
注
で
あ
る
が
'
骨
集
注
本
に
は
無
い
　
(
-
)
は
'
集
注
本
・
坂
本
と
も
に
五
臣
の
李
周
翰
注
に

「
蓋
以
喰
貧
士
」
と
い
う
同
様
な
注
が
あ
る
。
集
注
本
の
通
例
と
し
て
'
李
善
注
や
「
紗
」
に
同
じ
記
載
が
あ
る
時
は
'
五
臣
注
の
方
を

省
略
す
る
の
で
,
こ
の
李
善
注
は
集
注
本
編
纂
時
に
は
無
か
っ
た
と
学
芸
れ
牟
(
2
)
も
、
五
臣
の
張
鉄
柱
に
「
愉
衆
人
各
有
所
登

也
」
と
あ
る
。
(
ォ
)
　
は
'
「
紗
」
に
「
愉
貧
士
也
」
と
あ
る
。
「
紗
」
は
李
善
注
を
も
と
に
し
た
注
釈
で
あ
る
の
で
'
李
善
注
と
同
じ
注

B
凸

は
施
さ
な
い
。
こ
れ
は
「
紗
」
　
の
注
文
が
坂
本
に
お
い
て
李
善
注
に
混
入
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
李
善
自
身
の
或
い
は
後
人
の
増
補
と
思
わ
れ
る
注
に
対
す
る
配
慮
を
必
要
と
す
る
た
め
に
へ
本
稿
で
は
'
永
隆
本
・
集

注
本
の
残
っ
て
い
る
巻
に
よ
っ
て
義
例
を
立
て
へ
そ
れ
を
他
の
巻
に
及
ぼ
す
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
考
察
す
る
。
そ
の
上
で
'
永
隆
本
・

六
四



蝣
」

偉てtVつに注の義釈考注善李乱咲

集
注
本
に
よ
っ
て
確
認
が
で
き
な
い
釈
義
の
注
が
'
も
し
仮
に
後
人
の
増
補
だ
と
し
て
も
'
そ
れ
が
李
善
注
の
体
系
に
そ
う
も
の
で
あ
れ

ば
'
李
善
の
意
を
体
し
た
注
釈
と
し
て
'
李
善
の
　
『
文
選
』
解
釈
を
検
討
す
る
資
料
と
し
て
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

(
字
義
の
解
釈
)

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
浸
石
菌
於
重
涯
」
の
注
(
S
ォ
0

菌
へ
芝
屠
也
。
(
永
隆
本
無
也
字
。
)

○
巻
二
八
へ
謝
挑
「
鼓
吹
曲
」
の
「
凝
茄
翼
高
蓋
」
の
注
(
a
*
)

徐
引
聾
謂
之
凝
。
(
集
注
本
巻
五
六
8
8
-
-
)

○
巻
三
〇
へ
謝
霊
運
「
南
楼
中
望
所
遅
客
」
の
「
臨
江
遅
来
客
」
の
注
　
t
o
*
)

連
へ
猶
思
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
　
i
-
-
)

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
和
伏
武
昌
登
孫
権
故
城
」
の
「
参
差
世
紀
忽
」
の
注
　
:
ォ
)

忽
'
謂
忽
忽
然
而
去
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
　
;
ォ
)

○
巻
三
四
へ
曹
植
「
七
啓
」
の
「
寒
芳
茶
菓
亀
」
の
注
(
S
*
)

寒
へ
今
脹
肉
也
。
(
集
注
本
巻
六
八
　
!
*
)

○
巻
三
四
へ
曹
植
「
七
啓
」
の
「
忽
藤
景
而
軽
督
」
の
注
　
i
-
-
)

景
'
日
景
也
。
勝
之
言
へ
疾
也
。
(
集
注
本
巻
六
八
8
*
)

○
巻
一
二
四
へ
曹
植
「
七
啓
」
の
「
輿
天
曜
日
」
の
注
(
S
ォ
)

無
へ
光
也
。
(
集
注
本
巻
六
八
　
サ

い
ず
れ
も
他
の
注
釈
書
に
見
ら
れ
る
字
義
の
解
釈
の
形
式
と
同
様
な
も
の
で
あ
る
。

(
二
字
の
言
葉
の
解
釈
)

六
五
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こ
・
の
例
が
最
も
多
-
'
次
の
よ
う
に
分
類
で
き
る
。

(
ア
)
単
に
言
葉
の
意
味
を
解
釈
す
る
も
の
へ
典
拠
の
な
い
言
葉
の
注
。

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
　
の
「
神
山
峨
峨
」
　
の
注
　
3
*
0

峨
峨
、
高
大
也
。
(
坂
本
は
昏
綜
の
注
と
す
る
が
'
永
隆
本
は
「
臣
善
日
」
の
下
に
こ
の
注
が
あ
る
。
)

○
巻
二
八
へ
飽
照
「
苦
熱
行
」
の
「
吹
轟
痛
行
曙
」
　
の
注
(
S
ォ
0

行
曙
へ
行
旅
之
光
輝
也
。
(
集
注
本
巻
五
六
　
蝣
ォ
o

O
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
始
出
尚
書
省
」
の
「
衰
柳
尚
沈
沈
」
の
注
(
S
ォ
)

沈
沈
'
茂
盛
之
貌
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
6
a
)

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
観
朝
雨
」
　
の
「
動
息
無
兼
遂
」
　
の
注
(
3
ォ
)

動
息
へ
猶
出
鹿
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
I
-
I
-
-
。
虞
下
有
也
字
。
)

(
イ
)
　
正
文
の
意
に
即
し
て
解
釈
す
る
も
の

○
巻
三
〇
へ
謝
霊
運
「
南
楼
中
望
所
遅
客
」
の
「
即
事
怨
瞬
捲
」
の
注
(
<
」
>
」
>
)

即
事
へ
此
離
別
之
意
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
s
^
-
意
作
事
。
)

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
始
出
尚
書
省
」
の
「
臨
乗
丹
石
心
」
の
注
(
2
ォ
0

丹
石
へ
言
不
移
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
6
b
)

こ
の
後
に
'
「
呂
氏
春
秋
日
へ
石
可
被
へ
而
不
可
奪
其
堅
。
丹
可
麿
へ
而
不
可
奪
其
赤
」
と
'
『
呂
氏
春
秋
』
季
冬
紀
誠
廉
篇
を
引
証
と

し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
へ
正
文
の
意
味
を
説
明
し
た
後
で
引
書
引
文
を
行
う
の
は
'
斯
波
六
郎
博
士
が
「
李
善
文
選
注
引
文
義

例
考
」
で
「
(
二
)
釈
義
(
1
)
語
義
を
解
-
為
の
引
文
(
イ
)
先
づ
正
文
中
の
語
の
意
義
を
解
い
て
'
然
る
後
そ
の
語
の
用
例
を
示
す

場
合
が
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
も
の
の
一
つ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

六
六
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○
巻
三
一
へ
江
掩
「
雑
体
詩
」
　
の
　
(
郭
瑛
)
　
「
梅
漬
鏡
奇
石
」
　
(
S
ォ
)

梅
漬
へ
郎
海
中
三
山
也
。
(
集
注
本
巻
六
二
　
サ

典
拠
は
示
さ
ず
へ
　
こ
の
詩
中
で
の
意
味
を
説
明
し
て
い
る
。

(
ウ
)
　
指
示
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
も
の

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
若
其
五
願
遊
麗
辞
論
之
士
」
の
注
(
3
-
-
)

五
願
へ
謂
長
陵
へ
安
陵
へ
陽
陵
へ
茂
陵
へ
平
陵
O
　
(
胡
刻
本
謂
下
有
五
陵
也
一
二
字
へ
茂
作
武
o
今
従
永
隆
本
改
o
)

○
巻
二
四
へ
曹
植
「
贈
徐
幹
」
　
の
「
顧
念
蓬
室
士
」
　
の
注
(
<
N
]
M
)

蓬
室
士
へ
　
謂
徐
幹
也
。
(
集
注
本
巻
四
七
3
b
)

こ
の
後
に
'
「
列
子
日
へ
北
宮
子
庇
其
蓬
室
へ
若
贋
慶
之
蔭
」
と
'
『
列
子
』
力
命
篇
を
引
証
と
し
て
挙
げ
る
。

○
巻
三
〇
へ
謝
恵
連
「
梼
衣
」
の
「
君
子
行
末
蹄
」
　
の
注
(
t
r
>
ォ
)

君
子
へ
謂
夫
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
　
i
-
-
)

こ
の
後
に
'
「
毛
詩
日
へ
未
見
君
子
」
と
'
『
毛
詩
』
　
(
周
南
汝
境
な
ど
六
篇
に
見
え
る
)
を
引
証
と
し
て
挙
げ
る
。

○
巻
一
二
〇
へ
謝
挑
「
姶
出
尚
書
省
」
　
の
「
惟
昔
連
休
明
」
　
の
注
　
(
3
*
)

休
明
へ
謂
斉
武
皇
帝
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
1
a
)

こ
の
後
に
'
「
左
氏
俸
日
へ
王
孫
滞
日
へ
徳
之
休
明
」
と
'
『
左
氏
伝
』
宣
公
三
年
を
引
証
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
和
伏
武
昌
登
孫
権
故
城
」
　
の
「
幽
客
深
江
皐
」
　
の
注
　
(
S
-
-
)

幽
客
へ
挑
自
謂
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
8
-
<
0

こ
の
ほ
か
へ
　
二
字
の
言
葉
に
対
す
る
釈
義
の
注
に
は
'
引
書
引
文
に
よ
る
場
合
と
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
た
と

え
ば
へ
「
倒
景
」
の
語
が
そ
れ
で
あ
る
。

六
七
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○
巻
七
へ
揚
雄
「
甘
泉
賦
」
の
「
歴
倒
景
而
絶
飛
梁
今
」
の
注
　
L
O
,
」
>
)

張
揖
日
へ
陵
陽
子
明
鐙
日
へ
倒
景
気
へ
去
地
四
千
里
へ
其
景
皆
倒
在
下
。
如
淳
郊
紀
志
注
目
へ
在
日
月
之
上
へ
日
月
返
従
下
照
,
故

其
景
倒
。

○
巻
一
五
へ
張
衡
「
思
玄
賦
」
の
「
貫
倒
景
而
高
　
」
の
注
(
K
ォ
)

陵
陽
明
在
日
へ
倒
景
気
へ
去
地
四
千
里
へ
其
景
昏
倒
在
下
。

○
巻
二
二
へ
沈
約
「
遊
沈
道
士
館
」
の
「
一
撃
陵
倒
景
」
の
注
(
3
-
-
)

漢
書
'
谷
永
日
へ
及
言
世
有
仙
人
服
食
不
終
之
薬
へ
造
興
軽
挙
へ
登
遇
倒
景
。
如
淳
日
へ
在
日
月
之
上
へ
日
月
反
従
下
照
へ
故
其
景

倒
。

○
巻
三
五
へ
張
協
「
七
命
」
の
「
承
景
倒
而
開
軒
」
の
注
(
m
.
o
)

陵
陽
子
明
経
日
へ
倒
景
気
、
去
地
四
千
里
へ
其
景
骨
倒
在
下
。

以
上
の
四
例
は
'
日
月
よ
-
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
世
界
を
意
味
す
る
「
倒
景
」
で
あ
り
へ
そ
の
場
合
は
'
李
善
は
'
「
陵
陽
子
明
経
」

と
『
漢
書
』
郊
武
志
及
び
如
淳
注
を
引
用
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
'
以
下
二
例
の
山
が
水
面
に
映
っ
た
景
色
を
意
味
す
る
場
合
は
釈
義
の

注
を
使
い
そ
の
用
例
を
挙
げ
て
い
る
。

○
巻
二
へ
孫
緯
「
遊
天
台
山
賦
」
の
「
或
倒
景
於
重
涙
」
の
注
(
^
・
-
)

山
臨
水
而
影
倒
'
故
日
倒
景
也
。

○
巻
二
二
へ
謝
霊
運
「
従
港
京
口
北
固
応
詔
」
の
「
張
姐
眺
倒
景
」
の
注
(
o
>
t
f
l
)

遊
天
台
山
武
日
、
或
倒
景
於
重
涙
o
王
彪
之
遊
仙
詩
日
へ
遠
遊
絶
塵
霧
へ
軽
挙
観
槍
漠
。
蓬
莱
陰
倒
景
'
昆
食
草
曾
城
。
並
以
山
臨

水
而
影
例
へ
謂
之
倒
景
。

こ
の
後
者
の
例
は
'
遁
振
鐸
氏
に
よ
れ
ば
'
貌
晋
以
来
登
場
し
た
山
水
表
現
で
あ
り
'
李
善
注
に
よ
っ
て
そ
れ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

六
八
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る
と
い
う
。
こ
の
点
は
文
学
言
語
の
発
展
過
程
を
考
え
る
上
で
実
に
興
味
深
い
の
で
'
稿
を
改
め
て
考
察
し
て
み
た
い
。

(
句
意
の
解
釈
)

一
句
ま
た
は
、
二
句
へ
　
四
旬
全
体
の
意
味
を
解
釈
す
る
も
の
。

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
若
歴
世
而
長
存
'
何
逮
登
乎
陵
墓
」
の
注
(
S
-
-
)

言
若
歴
代
而
不
死
へ
何
急
脊
於
陵
墓
乎
o

o
巻
三
〇
へ
謝
霊
運
「
石
門
新
嘗
所
住
四
面
高
山
過
渓
石
瀬
僑
竹
茂
林
詩
」
の
「
崖
傾
光
難
留
へ
林
深
響
易
奔
。
感
往
慮
有
復
へ
理
乗
情

無
存
」
　
の
注
(
o
o
c
f
l
)

言
悲
感
己
往
'
而
天
寿
紛
錆
へ
故
慮
有
週
復
。
妙
埋
若
衆
へ
而
物
我
倶
喪
へ
政
情
無
所
存
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
s
ォ
ー
巳
作
若
。
)

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
観
朝
雨
」
の
「
方
同
戦
勝
者
へ
去
前
那
北
山
菜
」
の
注
　
サ

言
隈
勝
仕
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
　
!
-
-
)

こ
の
句
意
を
解
釈
す
る
場
合
は
'
餅
文
に
よ
っ
て
行
う
例
が
散
見
す
る
。
た
と
え
ば
へ

○
巻
四
〇
へ
楊
傭
「
答
臨
消
侯
牒
」
(
集
注
本
巻
七
九
　
　
の
「
若
仲
宣
之
桂
浜
表
へ
陳
氏
之
跨
箕
域
、
徐
劉
之
顧
青
線
へ
鷹
生
之
聾

魂
国
へ
斯
皆
然
臭
」
　
の
注
(
3
ォ
0

伸
宣
流
寓
楚
壕
へ
故
云
漢
表
。
孔
埠
碧
身
衰
氏
へ
故
云
巽
域
。
偉
長
滝
留
高
密
へ
故
云
青
也
。
公
幹
漁
猟
許
京
へ
故
云
務
。
徳
漣
時

居
汝
頴
へ
　
汝
穎
太
租
食
邑
'
故
云
親
也
O

と
'
謝
霊
連
「
擬
貌
太
子
鄭
申
集
詩
」
(
『
文
選
』
巻
三
〇
)
　
の
語
を
使
い
な
が
ら
六
字
句
を
作
っ
て
注
釈
す
る
。
そ
の
関
係
は
次
の
よ
う

に
な
る
。

謝
霊
運
「
擬
貌
太
子
鄭
中
集
詩
」
0
0

(
王
条
へ
字
伸
宣
)
序
　
遭
乱
流
寓
へ
自
傷
博
多

「
答
臨
消
侯
牒
」
李
善
注

0
0
0
0

伸
宣
流
寓
楚
壌
'
故
云
漠
表
。

六
九
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整
装
辞
秦
川
へ

(
陳
琳
'
字
孔
埠
)
　
董
氏
倫
関
西
へ

革
民
易
周
章
へ

(
徐
幹
へ
字
偉
長
)
　
置
酒
飲
腸
東
へ

(
劉
槙
へ
字
公
幹
)
　
河
元
首
衝
要
へ

°
○

株
馬
赴
楚
壌

0
0

豪
家
擁
河
北

0　0
奮
身
就
覇
勤

0　0　　　　0　0

掩
留
憩
高
密

0　　0　　　　　0　　0

漁
猟
薄
許
京

(
応
漣
へ
字
徳
漣
)
序
　
汝
穎
之
士
。

中
で
も
へ
徐
幹
と
劉
槙
に
つ
い
て
は
へ
　
「
掩
留
憩
高
密
」

0　0　0　0

孔
唾
棄
身
表
氏
へ
故
云
糞
域
。

0

0

0

°

偉
長
滝
留
高
密
へ
故
云
青
也
。

°

　

0

　

0

　

°

公
幹
倫
親
許
京
、
故
云
橡
。

徳
漣
時
居
汝
頴
へ
　
汝
穎
太
租
食
邑
'
故
云
親
也
。

(
掩
留
し
て
高
密
に
憩
へ
-
)
へ
　
「
冷
瓢
薄
許
京
」
　
(
漁
猟
し
て
許
京
に
薄
れ

七
〇

-
)
　
の
句
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
使
用
し
て
い
る
。
た
だ
へ
徐
幹
に
つ
い
て
の
「
掩
留
高
密
」
(
高
密
に
掩
留
す
)
　
の
方
は
'
「
憩
」
字
が
な
く

て
も
意
が
通
じ
る
の
だ
が
'
劉
槙
に
関
す
る
「
倫
親
許
京
」
は
'
「
薄
」
字
を
取
-
去
っ
て
「
許
京
に
輪
瓢
す
」
と
読
む
と
'
「
水
に
漂
う

よ
う
に
し
て
許
の
都
に
着
い
た
」
と
い
う
原
意
が
取
-
に
-
-
な
る
。
李
善
は
'
原
意
は
周
知
の
こ
と
と
し
て
注
釈
文
の
中
で
へ
そ
の
餅

文
創
作
の
才
を
発
揮
し
ょ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(
比
職
の
指
摘
)

○
巻
二
四
へ
曹
植
「
贈
徐
幹
」
の
「
賓
棄
怨
何
人
へ
和
氏
有
其
恵
」
の
注
(
e
c
n
)

賓
へ
以
喰
幹
へ
和
氏
へ
愉
知
己
也
o
　
(
集
注
本
巻
四
七
4
b
)

こ
の
後
に
'
『
韓
非
子
』
和
氏
篇
を
引
い
て
'
「
賓
」
と
「
和
氏
」
の
典
拠
を
挙
げ
る
。

○
巻
二
四
へ
播
尼
「
贈
陸
機
出
寓
呉
王
郎
中
令
」
の
「
予
渉
素
秋
へ
子
登
青
春
」
の
注
O
S
*
)

素
秋
へ
愉
老
O
青
春
へ
喰
少
也
o
　
(
集
注
本
巻
四
八
下
8
-
-
)

こ
の
後
に
'
「
劉
槙
輿
臨
海
侯
昔
日
へ
粛
以
素
秋
則
落
。
楚
辞
日
へ
青
春
夏
謝
」
と
'
そ
れ
ぞ
れ
の
語
の
引
証
を
行
っ
て
い
る
。

○
巻
二
四
へ
播
岳
「
鵠
貫
誼
作
贈
陸
機
」
の
「
娩
娩
長
離
」
の
注
U
S
ォ
)
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長
離
'
喰
機
也
。
(
集
注
本
巻
四
八
下
ァ
*
)

「
長
離
」
が
陸
機
を
例
え
た
も
の
だ
と
指
摘
し
た
後
で
'
「
娩
娩
」
　
の
典
拠
と
し
て
　
『
楚
辞
』
離
騒
(
遠
遊
篇
に
も
見
え
る
)
を
引
き
へ

「
長
離
」
に
は
'
『
漢
書
』
郊
紀
歌
天
地
と
臣
噂
の
注
を
引
い
て
霊
鳥
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
和
王
著
作
八
公
山
」
の
「
長
他
国
能
朝
粥
へ
奔
館
自
此
曝
」
の
注
(
5
-
-
)

長
地
、
愉
融
。
奔
鯨
へ
喰
堅
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
8
ォ
)

融
は
王
融
へ
　
堅
は
荷
堅
の
こ
と
と
い
う
。

こ
の
比
除
の
指
摘
は
'
巻
二
十
三
か
ら
巻
二
十
六
の
贈
答
詩
に
つ
い
て
の
注
に
頻
出
す
る
.
贈
答
詩
に
は
比
瞭
表
現
が
多
い
こ
と
が
'

李
善
注
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。

(
音
注
)

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
斌
」
の
「
酒
雰
壌
於
中
震
」
の
注
(
S
ォ
)

雰
音
鼠
。
展
音
辰
。

直
音
に
よ
る
注
。
永
隆
本
に
は
「
雰
音
筑
」
の
三
字
は
無
い
。
ま
た
へ
「
辰
」
を
「
展
」
に
作
る
が
'
こ
れ
は
筆
写
の
誤
-
で
あ
ろ
う
。

○
巻
二
へ
張
衡
「
西
京
賦
」
の
「
敬
愛
飴
湯
皿
へ
粟
寡
桔
粟
o
杓
詣
承
光
へ
瞬
毘
摩
槽
」
の
注
(
S
*
)

粟
、
徒
到
切
。
寡
へ
　
五
告
切
。
桔
音
書
o
峡
へ
呼
圭
切
.
愚
へ
計
狐
切
。
庫
へ
呼
交
切
.

反
切
に
よ
る
注
o
こ
の
箇
所
の
李
善
注
は
珍
し
-
音
注
の
み
で
あ
る
O
永
隆
本
は
'
「
切
」
を
全
て
「
反
」
に
作
る
o
ま
た
へ
　
「
告
」
を

「
到
」
に
作
り
へ
「
書
」
の
下
に
「
菓
反
」
の
二
字
が
有
り
、
「
狐
」
を
「
孤
」
に
作
る
。

た
だ
へ
坂
本
李
善
注
に
あ
る
音
注
に
は
'
集
注
本
に
無
い
も
の
が
多
-
'
集
注
本
所
収
の
「
音
決
」
と
同
じ
も
の
も
あ
-
'
後
人
に
よ

る
増
補
と
思
わ
れ
る
注
が
多
い
の
で
'
安
易
に
李
善
の
音
注
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
へ
巻
三
十
の
胡
刻
本
に
は
ヘ
音
注

が
十
五
条
(
内
へ
一
条
は
集
注
本
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
検
証
不
能
)
記
載
さ
れ
て
い
る
が
'
該
当
す
る
集
注
本
巻
五
十
九
上
へ
下
の
李

七
一
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七
二

善
注
に
も
見
ら
れ
る
の
は
'
わ
ず
か
に
次
の
1
例
の
み
で
あ
る
。

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
郡
内
登
望
」
　
の
「
愉
悦
魂
屡
遷
」
　
の
注
　
(
"
*
・
o
)

(
9
)

楚
辞
日
へ
帽
愉
悦
而
永
懐
。
帽
へ
勅
臆
切
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
S
*
)

そ
れ
も
正
文
の
字
で
は
な
く
引
用
し
た
『
楚
辞
』
遠
遊
の
字
へ
の
音
注
で
あ
る
。
坂
本
に
は
へ
ま
だ
こ
の
下
に
「
偶
へ
況
壊
切
。
悦
へ

況
往
切
」
　
の
音
注
が
あ
る
が
'
集
注
本
に
は
無
い
。

以
上
の
義
例
は
'
間
々
李
善
注
独
自
の
部
分
も
見
ら
れ
る
が
'
他
の
注
釈
書
と
も
共
通
点
が
多
く
　
『
文
選
』
李
善
注
特
有
の
釈
義
の

注
と
は
言
い
難
い
。
や
は
り
李
善
の
釈
義
の
注
は
'
以
下
の
例
の
よ
う
に
引
書
引
文
と
結
び
つ
い
た
時
と
'
詩
人
た
ち
が
如
何
に
文
学
言

語
を
創
作
し
て
い
る
の
か
を
説
明
す
る
時
に
そ
の
特
質
が
見
え
て
く
る
よ
う
で
あ
る
。

(
引
書
す
る
た
め
の
釈
義
の
注
)

正
文
と
同
じ
言
葉
が
典
拠
と
す
べ
き
文
献
に
見
ら
れ
な
い
場
合
に
'
釈
義
に
よ
っ
て
言
葉
を
置
き
換
え
て
か
ら
引
書
引
文
を
行
う
。
こ

れ
は
へ
斯
波
博
士
の
引
文
義
例
考
の
「
(
二
)
　
釈
義
(
1
)
　
語
義
を
解
-
為
の
引
文
(
ロ
)
　
先
づ
正
文
の
甲
の
語
を
解
し
て
'
然
る
後
乙

の
語
の
用
例
を
示
す
場
合
が
あ
る
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

○
巻
二
十
四
へ
曹
植
「
贈
徐
幹
」
　
の
「
園
景
光
未
満
」
　
の
注
(
n
m
)

園
景
'
月
也
。

論
衡
日
へ
　
日
月
之
膿
へ
状
如
正
園
。
鄭
玄
毛
詩
集
日
へ
景
'
明
也
.
輝
名
目
へ
望
'
月
満
之
名
也
.
(
集
注
本
巻
四
七
I
b
)

「
囲
景
」
は
'
他
に
例
が
な
-
曹
植
の
創
作
し
た
文
学
言
語
と
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
.
月
の
意
だ
と
釈
義
し
て
お
い
て
'
『
論
衡
』

説
日
篇
'
『
毛
詩
』
小
雅
車
重
「
景
行
行
止
」
　
の
鄭
玄
垂
へ
　
『
釈
名
』
釈
天
篇
を
引
用
し
て
説
明
し
て
い
る
o

O
巻
二
十
八
へ
飽
照
「
白
頭
吟
」
の
「
直
如
未
練
純
」
　
の
注
　
1
*
)

未
森
へ
　
朱
絃
也
。
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檀
記
へ
清
廟
之
琵
'
朱
絃
而
疏
越
.
(
集
注
本
巻
五
六
3
<
0

正
文
の
「
未
練
」
が
'
単
な
る
赤
い
糸
で
は
な
-
'
清
浄
な
場
で
あ
る
祖
先
を
ま
つ
る
廟
で
使
用
さ
れ
る
琴
に
張
ら
れ
た
弦
の
意
で
あ

る
こ
と
を
い
う
た
め
に
へ
「
朱
絃
」
に
置
き
換
え
て
お
い
て
'
『
礼
記
』
楽
記
を
そ
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
へ
後
ろ

の
「
清
如
玉
壷
妹
」
　
(
活
き
こ
と
玉
壷
の
氷
の
如
し
)
と
対
に
な
っ
て
い
る
「
直
き
こ
と
未
練
の
縄
の
如
し
」
と
い
う
正
文
の
「
直
」
の

意
が
よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。

○
巻
一
二
十
、
謝
恵
連
「
七
月
七
日
夜
詠
牛
女
」
の
「
傾
河
易
週
斡
」
の
注
(
l
o
ォ
)

傾
河
へ
　
天
漢
也
。

陸
機
擬
古
詩
日
、
天
漠
東
南
傾
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
　
サ

「
傾
河
」
は
'
「
天
漠
」
の
意
と
し
た
上
で
'
「
天
漢
」
と
「
傾
」
が
併
せ
出
て
-
る
陸
機
の
「
擬
古
詩
」
　
(
『
文
選
』
巻
一
二
十
)
を
典
拠

と
し
て
引
用
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
へ
謝
意
連
が
陸
機
の
詩
を
も
と
に
「
傾
河
」
と
い
う
言
葉
を
創
作
し
た
と
李
善
が
判
断
し
た
こ

と
が
わ
か
る
。

○
巻
三
一
へ
衰
淑
「
効
曹
子
建
楽
府
白
馬
篇
」
の
「
義
分
明
於
霜
」
の
注
(
<
n
i
m
)

養
分
へ
　
則
分
義
也
。

孫
卿
千
日
へ
穫
柴
則
伸
、
分
義
則
明
。
(
集
注
本
巻
六
一
上
3
a
)

正
文
の
「
義
分
」
を
「
分
義
」
に
置
き
換
え
て
へ
そ
の
典
拠
と
な
る
　
『
萄
子
』
彊
国
篇
を
引
用
す
る
。

○
巻
一
二
四
、
曹
植
「
七
啓
」
の
「
珠
翠
之
珍
」
の
注
　
サ

珠
翠
へ
珠
柱
也
。

南
方
異
物
志
日
へ
採
珠
人
へ
以
珠
柱
肉
作
解
。
(
集
注
本
巻
六
八
1
1
a
。
胡
刻
本
脱
柱
字
。
雛
下
有
也
字
。
)

○
巻
三
四
へ
曹
植
「
七
啓
」
の
「
蝉
翼
之
割
」
　
の
注
O
S
*
)

七
三
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『

蝉
翼
、
言
薄
也
。

楚
辞
日
へ
蝉
翼
烏
重
.
(
集
注
本
巻
六
八
t
-
H
-
。i
-
1
r
t
胡
刻
本
垂
下
街
也
字
o
)

「
蝉
翼
」
の
典
拠
と
し
て
'
『
楚
辞
』
卜
居
を
そ
の
ま
ま
挙
げ
る
と
正
文
の
意
味
に
誤
解
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
,
ま
ず
こ
こ
で

の
意
味
を
説
明
し
て
お
い
た
上
で
引
書
し
て
い
る
。

ま
た
、
言
葉
の
意
味
を
説
明
し
た
後
へ
正
文
と
似
た
言
葉
の
あ
る
文
を
引
証
と
し
て
挙
げ
る
場
合
が
あ
る
。

○
巻
二
八
へ
飽
照
「
升
天
行
」
の
「
解
玉
飲
椴
庭
」
の
注
(
S
i
*
)

枚
庭
へ
取
其
芳
香
也
。

洛
神
風
日
へ
践
板
塗
之
郁
烈
。
(
集
注
本
巻
五
六
8
ォ
)

「
椴
庭
」
の
典
拠
が
無
い
の
で
'
「
其
の
芽
香
を
取
る
な
り
」
と
説
明
し
た
後
で
'
似
た
言
葉
「
赦
塗
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
曹
椎
の

「
洛
神
賦
」
の
一
句
を
引
く
。

こ
れ
ら
は
'
釈
義
さ
え
す
れ
ば
事
足
り
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
'
李
善
は
'
「
作
者
必
ず
祝
述
す
る
所
有
る
」
と
い
う
執
念
に

も
似
た
典
拠
へ
の
こ
だ
わ
り
を
見
せ
て
い
る
。
お
か
げ
で
我
々
は
李
善
の
注
を
通
し
て
詩
人
た
ち
が
如
何
に
文
学
言
語
を
創
作
し
て
い
っ

た
か
が
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

(
引
書
の
後
に
説
明
を
付
け
る
)

○
巻
三
〇
へ
謝
挑
「
始
出
尚
書
省
」
の
「
青
精
翼
紫
軟
」
の
注
(
S
ォ
0

春
秋
元
命
萄
日
へ
股
紺
之
時
へ
五
星
翠
屠
。
房
者
へ
蒼
紳
之
精
へ
周
接
而
興
。
然
青
即
蒼
也
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
4
a
。
胡
刻
本

此
下
有
斉
木
徳
政
蒼
精
翼
之
孔
安
国
尚
書
俸
日
翼
輔
也
十
八
字
.
)

正
文
の
「
青
精
」
が
'
『
春
秋
元
命
竃
』
に
引
-
「
蒼
紳
之
精
」
だ
と
い
う
の
だ
が
'
「
青
」
と
「
蒼
」
と
字
が
違
う
の
で
'
説
明
を
付

け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
李
善
が
引
書
の
後
に
説
明
を
付
け
る
時
は
'
こ
の
よ
う
に
へ
「
然
」
字
を
冠
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。
ま
た
,

蝣

J

a

i
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『

次
の
よ
う
に
引
書
の
後
で
字
句
の
異
同
を
指
摘
す
る
場
合
も
あ
る
。

○
巻
三
〇
へ
沈
約
「
応
王
中
丞
思
遠
泳
月
」
　
の
「
網
軒
映
珠
綴
'
鷹
門
照
緑
苔
」
　
の
注
(
8
-
-
)

楚
節
目
へ
網
戸
朱
綴
刻
方
連
。
下
云
'
線
苔
。
此
昔
篇
朱
綴
o
今
並
篇
珠
o
疑
俸
寛
之
誤
。
(
集
注
本
巻
五
九
下
o
r
*
2
)

『
楚
辞
』
招
魂
を
引
証
と
し
て
挙
げ
た
後
へ
正
文
の
「
珠
綴
」
は
'
下
文
の
「
緑
苔
」
と
対
に
な
る
の
で
「
朱
綴
」
に
作
る
べ
き
だ
と

い
う
。
た
だ
李
善
の
見
た
諸
本
は
皆
「
珠
綴
」
に
な
っ
て
い
た
の
で
'
伝
写
の
誤
り
だ
ろ
う
と
指
摘
す
る
。
こ
の
よ
う
に
へ
李
善
は
時
々

『
文
選
』
諸
本
や
『
漢
書
』
な
ど
の
同
じ
作
品
が
収
録
さ
れ
て
い
る
書
物
と
の
校
勘
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
注
記
か
ら
も
ち
李
善
の

引
文
に
対
す
る
厳
格
な
注
釈
態
度
と
詩
人
が
創
作
し
た
正
文
の
言
葉
へ
の
こ
だ
わ
り
が
見
て
取
れ
る
。

(
正
文
の
表
現
が
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
て
作
ら
れ
た
か
を
説
明
す
る
)

○
巻
二
四
、
陸
機
「
贈
構
文
罷
r
の
「
倖
立
望
朔
塗
」
の
注
(
ァ
3
*
)

鳩
在
斥
丘
へ
故
云
朔
塗
。
(
集
注
本
巻
四
八
下
4
b
)

「
朔
塗
」
と
い
う
典
拠
の
な
い
言
葉
が
ど
う
い
う
意
味
で
作
ら
れ
た
の
か
を
説
明
し
て
い
る
。

○
巻
三
〇
へ
飽
照
「
翫
月
城
西
門
解
中
」
　
の
「
韓
筆
先
委
露
へ
別
業
早
辞
風
」
　
の
注
(
3
"
)

書
庫
筆
先
委
'
為
露
所
堕
、
別
菓
早
辞
へ
鵠
風
所
隈
o
華
落
向
本
、
故
日
韓
。
葉
下
離
枝
、
故
日
別
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
」
^
-

虜
露
作
由
、
堕
作
堕
。
胡
刻
本
「
故
日
韓
」
作
「
故
日
拓
本
」
へ
　
「
故
日
別
」
作
「
故
日
別
葉
」
o
「
本
」
「
葉
」
両
字
疑
街
O
今
従
集

注
本
改
。
)

正
文
の
「
掃
」
と
「
別
」
が
そ
れ
ぞ
れ
「
華
」
と
「
菓
」
を
修
飾
す
る
と
い
う
表
現
は
'
他
に
例
を
見
な
い
飽
照
独
自
の
文
学
言
語
の

創
作
で
あ
り
'
李
善
は
へ
そ
の
意
味
を
「
華
は
落
ち
て
本
に
向
か
ふ
'
故
に
帰
と
日
ふ
。
葉
は
下
ち
て
枝
を
離
る
'
故
に
別
と
日
ふ
」
と

説
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

○
巻
三
〇
へ
飽
照
「
翫
月
城
西
門
解
中
」
の
「
萄
琴
抽
白
雪
」
の
注
(
3
ォ
)

七
五
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七
六

相
如
工
琴
而
虞
苛
へ
故
日
萄
琴
。
(
集
注
本
巻
五
九
上
。
。
r
.
¥

こ
の
「
萄
琴
」
と
い
う
語
も
飽
照
独
自
の
文
学
言
語
の
創
作
で
あ
る
の
で
'
李
善
は
'
司
馬
相
如
が
琴
に
巧
み
で
苛
の
地
に
い
た
の
で
'

「
萄
琴
」
と
い
う
の
だ
と
説
明
す
る
.
こ
の
創
作
さ
れ
た
文
学
言
語
の
意
味
を
説
明
す
る
場
合
は
'
「
故
日
」
と
い
う
言
い
方
が
使
用
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

本
稿
で
は
'
永
隆
本
の
残
存
す
る
巻
二
張
衡
「
西
京
威
」
と
詩
を
収
め
る
集
注
本
巻
四
七
へ
四
八
へ
五
六
へ
五
九
へ
六
二
六
二
及
び

造
語
が
多
い
と
思
わ
れ
る
曹
植
「
七
啓
」
を
収
め
る
巻
六
八
を
中
心
に
'
李
善
の
釈
義
の
注
の
義
例
を
整
理
し
て
み
た
が
'
そ
れ
ら
は
当

然
『
文
選
』
全
巻
の
李
善
注
に
わ
た
っ
て
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
へ
　
こ
の
他
に
も
'
修
辞
用
語
を
使
用
し
た
注
釈
が
見
ら
れ
る
が
'

(
S

こ
れ
に
つ
い
て
は
へ
　
既
に
述
べ
た
の
で
こ
こ
で
は
省
略
し
た
。

以
上
へ
釈
義
の
注
に
つ
い
て
考
察
し
た
結
果
へ
李
善
は
引
書
の
前
後
に
説
明
を
加
え
て
作
者
の
言
語
表
現
の
典
拠
を
探
ろ
う
と
し
て
い

る
な
ど
'
本
文
の
意
味
を
解
釈
す
る
以
外
に
も
'
文
学
言
語
創
作
の
解
明
に
意
を
注
い
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
へ
引

書
引
文
に
よ
る
注
釈
に
見
ら
れ
る
態
度
と
同
じ
で
あ
る
。
川
合
康
三
氏
は
'
唐
代
の
文
学
へ
の
『
文
選
』
　
の
影
響
に
つ
い
て
へ
「
唐
代
の

文
学
は
'
六
朝
末
期
の
文
学
の
継
承
と
'
そ
れ
へ
の
反
擬
か
ら
出
発
し
'
新
し
い
詩
の
様
式
を
確
立
す
る
方
向
へ
向
か
っ
て
発
展
し
て

い
っ
た
。
詩
体
の
面
に
お
い
て
は
'
周
知
の
如
-
'
近
代
定
型
詩
の
形
式
に
向
か
っ
た
。
語
嚢
の
レ
ヴ
エ
ル
で
は
'
詩
語
の
定
着
に
向
か

3
)

い
へ
　
そ
れ
は
お
そ
ら
-
『
文
選
』
　
の
規
範
化
と
対
応
す
る
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
唐
代
に
お
ー
い
て
'
『
文
選
』
が
詩
文
創
作
の
最
も
重
要
な

参
考
文
献
に
な
り
、
詩
語
の
定
着
が
『
文
選
』
　
の
規
範
化
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
李
善
注
の
役
割
は
極
め
て
大
き
い
。
そ
れ

は
,
李
善
注
に
よ
~
つ
て
,
『
文
選
』
の
所
収
の
作
品
の
作
者
た
ち
が
古
典
の
言
葉
を
利
用
し
て
如
何
な
る
文
学
表
現
を
し
た
の
か
を
追
究

す
る
こ
と
が
で
き
へ
李
善
注
が
古
典
と
『
文
選
』
所
収
の
作
品
の
言
語
表
現
を
繋
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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拙
稿
「
李
善
伝
記
考
」
　
(
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
五
六
巻
へ
　
1
九
九
六
年
)
　
参
照
。

吾
川
幸
次
郎
氏
は
'
「
杜
甫
は
『
文
選
』
を
'
李
善
の
注
釈
を
も
ふ
く
め
て
'
あ
た
か
も
嚢
中
に
物
を
さ
ぐ
る
ご
と
-
暗
記
し
て
い
た
と
'
推
測
し
て

ま
ち
が
い
な
い
と
思
う
資
料
を
'
今
日
く
わ
し
く
申
す
ひ
ま
が
あ
-
ま
せ
ん
が
'
私
は
も
っ
て
お
り
ま
す
。
」
　
(
「
杜
甫
の
詩
論
と
詩
」
-
京
都
大
学
文

学
部
最
終
講
義
-
　
筑
摩
書
房
『
吉
川
幸
次
郎
全
集
』
一
二
)
と
言
わ
れ
る
。

茶
陵
本
・
四
部
叢
刊
本
の
校
語
及
び
九
条
本
の
勇
記
に
は
'
李
善
本
に
は
こ
の
二
句
が
無
い
と
記
さ
れ
て
い
る
が
'
胡
氏
考
異
に
「
案
へ
善
貌
都
賦

注
引
西
京
賦
日
へ
皇
恩
薄
。
似
無
音
但
倖
寓
脱
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
へ
こ
の
句
は
巻
六
「
貌
都
賦
」
の
李
善
注
に
引
か
れ
て
い
る
の
で
'
李
善
本

に
は
も
と
も
と
有
り
'
茶
陵
本
・
四
部
叢
刊
本
編
集
の
際
に
見
た
李
善
本
が
脱
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
因
み
に
へ
蓑
本
・
足
利
本
・
朝
鮮
本
に

は
そ
の
よ
う
な
校
語
は
な
い
。

『
文
選
雑
識
』
第
l
冊
(
第
-
学
習
社
t
 
l
九
八
l
年
)
0

胡
刻
本
「
倣
」
作
「
慨
」
へ
注
同
。
今
従
尤
本
改
。
集
注
本
作
「
敷
」
。

速
氏
『
晋
詩
』
巻
二
で
は
'
『
初
学
記
』
　
の
引
用
す
る
「
遊
仙
詩
」
と
は
別
に
へ
　
『
文
選
』
李
善
注
の
こ
の
箇
所
も
「
噴
敬
遠
俗
羅
'
得
此
生
」
と

し
て
引
き
へ
「
遮
案
へ
得
此
生
上
普
脱
二
字
」
と
記
す
。
こ
れ
も
集
注
本
を
見
れ
ば
解
決
す
る
問
題
で
あ
る
。

「
妙
」
は
作
者
陶
淵
明
自
身
の
こ
と
を
い
う
と
し
て
「
此
自
喰
也
」
と
注
す
。

森
野
繁
夫
・
亭
水
一
登
「
文
選
集
注
所
引
「
妙
」
に
つ
い
て
」
(
『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
二
九
集
へ
一
九
七
七
年
)
参
照
。

胡
刻
本
帽
誤
作
招
。
今
従
集
注
本
改
。
集
注
本
偶
作
慨
へ
切
作
反
。

拙
稿
「
『
文
選
』
李
善
注
に
見
ら
れ
る
修
辞
用
語
に
つ
い
て
」
　
(
『
中
国
中
世
文
学
研
究
』
第
二
五
号
へ
　
l
九
九
四
年
)
.

「
杏
-
中
唐
に
お
け
る
文
学
言
語
の
規
範
の
逸
脱
-
」
　
(
『
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
』
第
三
〇
号
、
一
九
八
〇
年
)
0

七
七



美於《文逸》李善注考-"辞叉之注" (富永)

美於《文迭》李善注考- "辞文之注"

fi'i 'K　　　拝

余所周知,唐代李善的《文逸》注旦是以引証注粋力本,但其中不依据引

証的"辞叉之注"也是随赴可児的.基於此,本文通辻対"粋叉之注"的斌析,

及而究明了''樺叉之注"的特征。

作力錆治而言,李善在引証辻程中附渚説明以此考察作者連濁造句的出典

等,不伎解棒原文的意文,而且注重詳解了其文学唐音創作上的特点。由此可

見,速与李善引証注辞的志度是相同的。

在唐代, 《文迭》能移威力淳文例作中重要的参考文献是与李善注所戸生的

破大作用分不升臥可以悦,透辻李善注能移窺測到カ《文迭》折衷的作者爪

在引用古典伺忙上是如何手首其文学表送的軌速。迭是国力李善注起到了在将

古典与《文学》所収作品中的伺fE表迭相塀上的重要作用。




